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抄　　　　　録

目的：管理栄養士養成課程 ₄年間の効果的な教育プログラムを検討するにあたっての
基礎資料の作成にあたり，本研究では管理栄養士養成課程学生における基本コンピテ
ンシー到達度と学習内容の理解度及び献立関連スキルの修得度との関連性を明らかに
することを目的とした。
方法：管理栄養士養成施設 ₁施設に在籍する ₁年次から ₄年次までの女子学生₂₉₉人を
対象に，管理栄養士の基本コンピテンシー到達度，導入教育に関わる学習内容の理解
度及び献立関連スキル修得度について₅段階の自己評価を行った（有効回答率 ₈₆.₀％）。
基本コンピテンシー到達度については ₄項目（価値観，自己確信，意欲，態度）のス
コアを合計し，₁₆点以上を高値群，₁₅点以下を低値群の ₂群に区分し，その他の評価
項目については， ₄点以上を高値群， ₃点以下を低値群の ₂群に区分し，統計解析を
行った。
成績：学年を調整したロジスティック回帰分析の結果，導入教育に関わる学習内容 ₇
項目中 ₆項目の理解度と献立関連スキル修得度の高値群は低値群に比べて，基本コン
ピテンシー高値群の割合が有意に高く，各オッズ比（₉₅％信頼区間）は管理栄養士の
業務内容（₂.₁₅（₁.₂₄-₃.₇₃）），管理栄養士・栄養士の役割（₁.₈₅（₁.₁₀-₃.₁₂）），傷
病者・要介護者の栄養管理（₃.₁₂（₁.₅₅-₆.₃₀）），日本における食料需給の実態（₂.₄₅
（₁.₄₅-₄.₁₅）），適切な情報収集・活用（₁.₉₃（₁.₁₅-₃.₂₁）），食事バランス（₂.₉₉
（₁.₆₂-₅.₅₁）），献立関連スキル（₄.₇₄（₂.₆₁-₈.₆₁））であった。
結論：管理栄養士養成課程学生における基本コンピテンシー到達度は，導入教育に関
わる学習内容の理解度と献立関連スキル修得度と関連することが示唆された。

諸　　　　　言

　我が国においては高齢化が進む中，悪性新生物，心疾患，脳血管疾患，糖尿病などの生活習
慣病が国民の健康課題となっている。生活習慣病の発症と進行を防ぐには，生活習慣の改善，
特に食生活の改善が重要であり，栄養指導に求められる知識や技能は，高度化・専門化してい
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る₁︶。管理栄養士が保健医療サービスの担い手として，その役割を十分に発揮するためには，高
度な専門知識及び技術を持った資質の高い管理栄養士の養成を行う必要がある₁︶。
　平成₂₁年 ₅ 月に日本栄養改善学会により，管理栄養士を「人間の維持・増進，および生活の
質の向上を目指して，望ましい栄養状態・食生活の実現に向けての支援と活動を，栄養学およ
び関連する諸科学をふまえて実践できる専門職」と想定した，管理栄養士養成課程におけるモ
デルコアカリキュラムが提案された₂︶。このモデルコアカリキュラムには，管理栄養士を目指
すことへの動機づけ教育として導入教育が設けられている₂︶。本学においても平成₂₄年度より
導入教育の内容や実施方法について検討を重ね，平成₂₆年度より人間栄養学科専門科目の「健
康栄養概論」を「管理栄養士を目指す気持ちを育むことを目的とした導入教育」と位置づけ，
₁年次前期に開講している。
　また，管理栄養士養成課程におけるモデルコアカリキュラムを元に管理栄養士のコンピテン
シーモデルが開発され，このモデルの中心となる基本コンピテンシーは管理栄養士に対する職
業意識や態度に該当する₃︶。管理栄養士養成施設₁₀₂施設 ₄ 年次在籍者₆,₈₉₅人を対象とした先
行研究により，基本コンピテンシーが高い学生の特徴として，卒業研究の実施，国家試験受験
の予定，就職・進学の内定が挙げられ，基本コンピテンシーが高い学生はその他のコンピテン
シーが高いことが報告されている₄︶。学生の基本コンピテンシー到達度の実態とそれに関連す
る要因を明らかにすることにより， ₄年間の効果的な教育プログラムを検討するにあたっての
基礎資料となることが期待できる。平成₂₄年度に著者らが行った研究では，本学人間栄養学科
全学年の学生₃₁₅人を対象に，学習への取り組み（学習意欲）と基本コンピテンシーについて調
査を行った結果，学習への取り組み状況と基本コンピテンシー到達度との関連性が示唆され
た₅︶。そこで，本研究では管理栄養士養成課程学生における基本コンピテンシー到達度と導入
教育に関わる学習内容の理解度及び献立関連スキルの修得度との関連性を明らかにすることを
目的とした。

方　　　　　法

1）　対象者及び研究デザイン
　平成₂₆年度に広島文教女子大学人間栄養学科に在籍する ₁年次から ₄年次までの女子学生₂₉₉
人を対象とした。研究デザインは前後比較デザインであり，ベースライン調査を平成₂₆年 ₅ 月
上旬，フォローアップ調査を平成₂₇年 ₁ 月下旬の特定の授業時間内に自記式質問紙調査を行っ
た。解析対象は，ベースライン調査及びフォローアップ調査で有効回答の得られた₂₅₇人とした
（有効回答率 ₈₆.₀％）。
　本研究の実施にあたっては，本研究の主旨，個人情報は保護されること，個人情報の利用目
的が特定されることについて口頭にて説明し，質問紙への記入とその提出により，研究協力へ
の同意を得たものと判断することとした。また，本研究は広島文教女子大学研究倫理委員会の
審査を受け，承認を受けている。

2）　調査内容
　評価指標は，管理栄養士の基本コンピテンシー到達度₃︶，導入教育に関わる学習内容の理解
度及び献立関連スキル修得度とした。表 ₁に示した各項目の内容について，全くそう思わない
（ ₁点），そう思わない（ ₂点），どちらともいえない（ ₃点），そう思う（ ₄点），かなりそう思
う（ ₅点）の ₅段階で回答するものとした。
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3）　統計解析
　基本コンピテンシーについては， ₄項目のスコアを合計したものを基本コンピテンシー到達
度とし，₁₆点以上を高値群，₁₅点以下を低値群の ₂群に区分し，その他の評価項目については，
₄点以上を高値群，₃点以下を低値群の ₂群に区分し，統計解析を行った。各スコアによりベー
スライン調査時とフォローアップ調査時の各評価項目の比較による経時的変化の検討には，マ
クニマー検定を用いた。フォローアップ調査時のデータを用いた，管理栄養士の基本コンピテ
ンシー到達度と導入教育に関わる学習内容の理解度と献立関連スキル修得度との関連性の検討
にあたっては，ロジスティック回帰分析を用い，多重ロジスティック回帰分析では学年を調整
し，オッズ比と₉₅％信頼区間を算出した。統計解析ソフトには IBM SPSS Version ₂₁.₀を用い，
有意水準は ₅％未満に設定した。

結　　　　　果

1）　基本コンピテンシー到達度等の状況
　表 ₂に全体における基本コンピテンシー到達度等の高値群の割合を示す。ベースライン調査
時からフォローアップ調査時にかけて，高値群の割合に有意な増加が認められた項目は，管理
栄養士・栄養士の役割の理解度（₄₈.₂％ vs. ₅₆.₄％（ベースライン調査 vs.フォローアップ調

表 1　評価の区分，項目及び内容

区分 項目 内容

管理栄養士の
基本コンピテンシーa

価値観 管理栄養士・栄養士という職業につくことを誇りに思う

自己確信 管理栄養士・栄養士という職業に向いていると思う

意欲 食を通して人々の健康と幸せに寄与したいと思う

態度
管理栄養士・栄養士としての専門的な知識と技術を向上
させたいと思う

導入教育に関わる
学習内容の理解度b

管理栄養士・栄養士の
業務内容

管理栄養士・栄養士の業務内容を理解している

管理栄養士・栄養士の
役割

栄養士法に規定された管理栄養士・栄養士の役割につい
て理解している

傷病者・要介護者の
栄養管理

傷病者・要介護者の栄養管理について概要が説明できる

日本の食料需給の実態 日本の食糧需給の実態について理解している

日本の健康・栄養の実態 日本における健康・栄養の実態について理解している

適切な情報収集・活用
健康に関する適切な情報の収集と活用について理解して
いる

食事バランス バランスのよい食事について理解している

献立関連スキル修得度 ₁日 ₃食分献立及び調理
主食，主菜，副菜のそろった食事の献立を ₁日 ₃食分
作成し，それを調理することができる

a. ₄項目の合計スコアを基本コンピテンシー到達度とした。
b. 主に導入教育に位置づけられる授業科目の学習内容とした。
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査），p＝₀.₀₄₀）と献立関連スキル修得度（₅₄.₁％ vs. ₆₄.₆％，p＝₀.₀₀₁）であった。一方，高
値群の割合に有意な減少が認められた項目は，基本コンピテンシー到達度（₅₉.₉％ vs. ₄₈.₆％，
p＝₀.₀₀₁）であった。
　表 ₃に学年別にみた基本コンピテンシー到達度等の高値群の割合を示す。ベースライン調査
時からフォローアップ調査時にかけて，高値群の割合に有意な増加が認められた項目は， ₁年
次， ₂ 年次及び ₃ 年次における献立関連スキル（₁₉.₄％ vs. ₃₃.₉％，p＝₀.₀₄₉；₅₆.₁％ vs. 

₇₂.₇％，p＝₀.₀₀₃；₆₆.₇％ vs. ₈₀.₃％，p＝₀.₀₄₉），₄年次における管理栄養士・栄養士の役割
の理解度（₅₇.₁％ vs. ₇₉.₄％，p＝₀.₀₁₃）であった。一方，高値群の割合に有意な減少が認め
られた項目は，₁年次及び ₂年次における基本コンピテンシー到達度（₇₄.₂％ vs. ₅₀.₀％，p＝
₀.₀₀₁；₆₃.₆％ vs. ₄₇.₀％，p＝₀.₀₁₃）であった。

2） 基本コンピテンシー到達度と導入教育に関わる学習内容の理解度及び献立関連スキル修得
度との関連

　表 ₄に学習内容の理解度及び献立関連スキルの各項目における高値群・低値群別，基本コン
ピテンシー高値群の割合と，導入教育に関わる学習内容の理解度及び献立関連スキルの各項目
における高値群の低値群に対する基本コンピテンシー高値群のオッズ比を示す。学年を調整し
たロジスティック回帰分析の結果，導入教育に関わる学習内容 ₇項目中 ₆項目の理解度と献立
関連スキル修得度の高値群は低値群に比べて，基本コンピテンシー高値群の割合が有意に高く，
各オッズ比（₉₅％信頼区間）は管理栄養士の業務内容（₂.₁₅（₁.₂₄-₃.₇₃）），管理栄養士・栄養
士の役割（₁.₈₅（₁.₁₀-₃.₁₂）），傷病者・要介護者の栄養管理（₃.₁₂（₁.₅₅-₆.₃₀）），日本にお
ける食料需給の実態（₂.₄₅（₁.₄₅-₄.₁₅）），適切な情報収集・活用（₁.₉₃（₁.₁₅-₃.₂₁）），食事
バランス（₂.₉₉（₁.₆₂-₅.₅₁）），献立関連スキル（₄.₇₄（₂.₆₁-₈.₆₁））であった。

考　　　　　察

　本研究において管理栄養士養成課程 ₁施設の全学年の学生を対象とし，基本コンピテンシー
到達度と導入教育に関わる学習内容の理解度及び献立関連スキルの修得度と基本コンピテンシー

表 2　基本コンピテンシー到達度，導入教育に関わる学習内容の理解度及び献立関連
スキル修得度の高値群の割合（N＝₂₅₇）

ベースライン フォローアップ P値a

基本コンピテンシー到達度 （％） ₅₉.₉ ₄₈.₆ ₀.₀₀₁
導入教育に関わる学習内容の理解度 （％）
　管理栄養士・栄養士の業務内容 ₆₅.₀ ₆₈.₁ ₀.₃₇₄
　管理栄養士・栄養士の役割 ₄₈.₂ ₅₆.₄ ₀.₀₄₀
　傷病者・要介護者の栄養管理 ₁₆.₃ ₁₇.₉ ₀.₆₇₂
　日本の食料需給の実態 ₃₃.₉ ₃₇.₀ ₀.₄₆₆
　日本の健康・栄養の実態 ₄₄.₄ ₄₃.₂ ₀.₈₂₀
　適切な情報収集・活用 ₃₇.₇ ₄₃.₆ ₀.₁₃₃
　食事バランス ₇₁.₆ ₇₅.₁ ₀.₃₁₄
献立関連スキル修得度 （％） ₅₄.₁ ₆₄.₆ ₀.₀₀₁

a. マクニマー検定
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事
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₀₀
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₈₁
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₀

献
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連
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ル
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得
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（
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₉
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₁
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わ
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度
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献
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連
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ッ
ズ
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₉₅
％
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₉₅
％
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₂₀
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₁
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（
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.₀
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（
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₁
₁
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₁
₁
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.₂

₄.
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（
₂.
₃₀
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₄.
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（
₂.
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.₆
₁）
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ス
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ッ
ク
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分
析

b.
 学
年
を
調
整
し
た
多
重
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
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到達度との関連性を検討した結果，導入教育に関わる学習内容の理解度や献立関連スキル修得
度が高い者ほど基本コンピテンシー到達度が高いことが示された。このことから，導入教育に
関わる学習内容の理解度及び献立関連スキルを向上・維持するための教育的アプローチの早期
の実施が，基本コンピテンシー到達度を高く維持することに重要であることが示唆される。
　また，本研究の結果から基本コンピテンシー到達度の経時的変化の状況は学年によって異な
ることが示唆された。基本コンピテンシー到達度は，調査期間中に ₁年次と ₂年次において統
計的に有意に低下した。これは， ₁年次及び ₂年次の学生は ₃年次及び ₄年次の学生に比べ，
ベースライン調査時に基本コンピテンシー到達度高値群の割合が高い傾向によるものと考えら
れる。このことは，著者らの先行研究₆︶ の結果に一致している。一方，導入教育に関わる学習
内容は ₁年次に開講している「健康栄養概論」の内容に該当するものであるが，これらの学習
内容はその他の学年においても理解度が有意に高まる項目もみられたことから，導入教育のみ
ならずその他の授業科目や課外活動などを通してその理解度が高まることが推察された。
　本研究の限界点として，評価指標が自己評価であり，主観的なものであることが挙げられる。
また，本研究の対象者は管理栄養士養成施設 ₁施設に所属する学生であり，対象者が限られて
いることである。本研究の結果が，管理栄養士養成課程学生に一般化できるかどうかの判断に
は選択バイアスの影響を考慮する必要がある。
　本研究の結果，管理栄養士養成課程学生の基本コンピテンシー到達度は，学年ごとに異なる
経時的変化を示し，導入教育に関わる学習内容の理解度と献立関連スキル修得度との関連性が
示唆された。今後の課題としては，学習内容の理解度や献立関連スキル修得度に関わる評価の
精度を高める方法について検討することが挙げられる。
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